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概    要  

福井地域で出土した土器に対して迅速かつ簡便に元素分析するために、レーザー誘起ブレークダウン分光

法における定量分析の精度向上をおこなった。その方法は、既に元素分析された粘土試料を用いたクロス

チェックに基づいている。プラズマ発光の増強を行うために、４方法：①空間的閉じ込め、②縦磁場閉じ

込め、③空間及び縦磁場閉じ込め、④空間及び横磁場閉じ込め、を適用した。クロスチェックの適用によ

り、①空間的閉じ込めが元素組成比分析に最も適していることが理解された。他の３方法は、磁場の効果

により、鉄が選択に増強されており、元素組成比分析には不適切であることが判明した。 
関連キーワード 元素分析、レーザー誘起ブレークダウン分光、レーザープラズマ、粘土、土器 

 

レーザー誘起ブレークダウン分光（LIBS: Laser-Induced Breakdown Spectroscopy）法は、迅速かつ簡便に

多元素分析できる機器分析法である。近年、高性能の分光器が低価格化したことで世界的な研究者人口が急激

に増え、再注目されている分析法である。原理はレーザー光を試料に照射し、生成したプラズマの発光を分光

器で分光する単純な実験系（図１参照）である。固体試料の多元素分析としては、従来、蛍光 X 線（XRF）法

が多く使われてきた。XRF 法と比較して、本事業で用いる LIBS 法は、試料準備が簡便で、測定が迅速という

特徴を持つ。また、XRF 法では測定が難しいナトリウム（Na）よりも軽い元素を LIBS 法では逆に優位に検 
出できる。LIBS 法の光源として、一般的には YAG レーザー（波長

1.064µm, ~0.2J/pulse）が用いられているが、本事業では、長波長の

炭酸ガスレーザー（波長 10.6µm, 3J/pulse）を用いており、土器・粘

土等の軟らかい試料の測定に向いている光源である。 
本事業では、福井市文化財保護センターと福井市自然史博物館と

連携１）して、福井地域で出土した土器に対して、LIBS 法による多

元素分析を目的とする。福井地域で出土した土器に対しては、いま

まで元素分析した例がほとんどなく、土器の基礎情報として元素分

析データを蓄積する重要性が指摘されていたからである。 

 
 
令和 3 年度は、XRF等で既に元素分析された試料を用いて、クロスチェックによる定量分析の精度向上を目

指した。用いた試料は月布産のモンモリロナイト(日本粘土学会 JCSS3101)であり、XRF等で求められた組成比

割合 (％ )は ,Si:59.2± 0.8,Ca:0.568± 0.067,Mg:5.16± 0.27,Na:7.06± 0.25,Al:25.8± 0.5,Fe:1.73±

0.17,Ti:0.107±0.021,K:0.249±0.223 である。プラズマ発光を増強するために、次に示す４つの閉じ込め方

法を適用した。①空間的閉じ込め：試料表面に垂直な軸上に,円筒状のステンレス製パイプを設置。②縦磁場 

閉じ込め：試料下に直径 20 ㎜,高さ 10 ㎜の円柱状ネオジム磁石を

設置。③空間及び縦磁場閉じ込め：①と②を同時に適用。④空間及

び横磁場閉じ込め：試料ホルダーの上に直方体パイプを設置し,左

右から円柱状ネオジム磁石を設置。この 4方法に対してクロスチェ

ックを適用し、①空間的閉じ込めが元素組成比の測定に最も適して

いることが理解された。図 2に、①空間的閉じ込めの場合において、

XRF 等で求められた組成比の平均を 1 として、各元素の組成比の比

率を求めたものを示す。相違±25％の範囲を黄色い点線、相違±

50％の範囲を青い点線で表した。K を除く全ての元素が相違±50％

以内に入っている。他の３方法では、ネオジム磁石の磁場効果によ

り、鉄が選択的に増強されており、相違±50％以内に入らなかった。 
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図１ 実験装置の概略図 

 
図２ XRF 等による測定値を基準と

した元素組成比（①空間的閉じ込め

の場合）各線はパイプの高さの違い。 
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概要

関連キーワード

福井地域で出土した土器に対して迅速かつ簡便に元素分析するために、レーザー誘起ブレーク
ダウン分光法における定量分析の精度向上をおこなった。その方法は、既に元素分析された粘土
試料を用いたクロスチェックに基づいている。プラズマ発光の増強を行うために、４方法：①空間的
閉じ込め、②縦磁場閉じ込め、③空間及び縦磁場閉じ込め、④空間及び横磁場閉じ込め、を適用し
た。クロスチェックの適用により、①空間的閉じ込めが元素組成比分析に最も適していることが理解
された。他の３方法は、磁場の効果により、鉄が選択に増強されており、元素組成比分析には不適
切であることが判明した。

元素分析、レーザー誘起ブレークダウン分光、レーザープラズマ、粘土、土器

レーザー誘起ブレークダウン分光（LIBS: Laser-Induced Breakdown Spectroscopy）法は、迅速か
つ簡便に多元素分析できる機器分析法である。近年、高性能の分光器が低価格化したことで世界的
な研究者人口が急激に増え、再注目されている分析法である。原理はレーザー光を試料に照射し、
生成したプラズマの発光を分光器で分光する単純な実験系（図１参照）である。固体試料の多元素分
析としては、従来、蛍光X線（XRF）法が多く使われてきた。XRF法と比較して、本事業で用いるLIBS法
は、試料準備が簡便で、測定が迅速という特徴を持つ。また、XRF法では測定が難しいナトリウム
（Na）よりも軽い元素をLIBS法では逆に優位に検出できる。LIBS法の光源として、一般的にはYAG
レーザー（波長1.064µm, ~0.2J/pulse）が用いられているが、本事業では、長波長の炭酸ガスレー
ザー（波長10.6µm, 3J/pulse）を用いており、土器・粘土等の軟らかい試料の測定に向いている光源
である。
本事業では、福井市文化財保護センターと福井市自然史博物館と連携１）して、福井地域で出土し

た土器に対して、LIBS法による多元素分析を目的とする。福井地域で出土した土器に対しては、いま
まで元素分析した例がほとんどなく、土器の基礎情報として元素分析データを蓄積する重要性が指
摘されていたからである。

図１ 実験装置の概略図

令和3年度は、XRF等で既に元素分析された試料を用いて、クロスチェックによる定量分析の精度
向上を目指した。用いた試料は月布産のモンモリロナイト(日本粘土学会JCSS3101)であり、XRF等で
求められた組成比割合 (％ )は , Si:59.2±0.8, Ca:0.568±0.067, Mg:5.16±0.27, Na:7.06±0.25,
Al:25.8±0.5, Fe:1.73±0.17, Ti:0.107±0.021, K:0.249±0.223である。プラズマ発光を増強するために、
次に示す４つの閉じ込め方法を適用した。①空間的閉じ込め：試料表面に垂直な軸上に,円筒状のス
テンレス製パイプを設置。②縦磁場閉じ込め：試料下に直径20㎜,高さ10㎜の円柱状ネオジム磁石を
設置。③空間及び縦磁場閉じ込め：①と②を同時に適用。④空間及び横磁場閉じ込め：試料ホル
ダーの上に直方体パイプを設置し,左右から円柱状ネオジム磁石を設置。この4方法に対してクロス
チェックを適用し、①空間的閉じ込めが元素組成比の測定に最も適していることが理解された。図2
に、①空間的閉じ込めの場合において、XRF等で求められた組成比の平均を1として、各元素の組成
比の比率を求めたものを示す。相違±25％の範囲を黄色い点線、相違±50％の範囲を青い点線で
表した。Kを除く全ての元素が相違±50％以内に入っている。他の３方法では、ネオジム磁石の磁場
効果により、鉄が選択的に増強されており、相違±50％以内に入らなかった。

1)FAA学ぶならふくい応援事業（福井版PBL支援（共同研究分））、「福井地域で出土した土器の元素
分析」、研究代表者、令和3年度.

2)大友香奈、「磁場・空間閉じ込めC02-LIBSにおける多元素同時分析-実験手法-」、令和3年度福井
大学教育学部物理教室卒業論文．

3)新宮要、「磁場・空間閉じ込めC02-LIBSにおける多元素同時分析-解析手法-」、令和3年度福井大
学教育学部物理教室卒業論文．
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事業の内容および成果

事業の背景および目的

図２ XRF等による測定値を基準とした元素組成比（①
空間的閉じ込めの場合）各線はパイプの高さの違い。

炭酸ガス(CO2)レーザー誘起ブレークダウン分光装置 用いた試料：JCSS3101モンモリロナイト（月布産）

NIMS: 物質・材料研究機構
NMNS: 国立科学博物館
OUS: 岡山理科大学
KUS: 九州産業大学

①空間的閉じ込め😄😄 ②縦磁場閉じ込め😔😔 ③空間及び縦磁場閉じ込め😫😫 ④空間及び横磁場閉じ込め😱😱

パルスエネルギー3J, パルス幅200ns
パワー密度 3.8x108 W/cm2

パルス繰り返し 5Hz

エシェル分光器

CO2レーザー

試料

各種ホルダー

縦磁場閉じ込め 横磁場閉じ込め

空間閉じ込め

較正スペクトル

ハロゲン標準光源＆重
水素標準光源により作
成した強度を較正する
装置関数

データ解析

ln
[I

ij/
A i

jg i
]*

エネルギー(eV)

T=12,562K

データ解析

生スペクトル 装置関数

データ整理

NIST(米国標準技術研究
所)のデータベースに基
づいて作成

サハ・ボルツマン・プロットにより
組成元素分析

ln[Iij λij /Aijgi]=-Ei/kT+ln[Fns/Qs(T)]

gi: 上準位iの縮重度

Ei: 上準位iのエネルギー

T： プラズマの絶対温度

F： 光学系に依存する装置関数

ns： 原子種Sの濃度

ｋ： ボルツマン定数

Iij： 原子種Sの上準位iから
下準位jへ遷移時の発光強度

上準位 i

下準位 j

発光強度 Iij

縮重度 gi

ボルツマン・プロットの仮定
・プラズマが局所熱平衡を満たす
・プラズマの厚さが非常に薄く、
プラズマ発光の再吸収が無視できる

サハ・ボルツマン・プロット

ボルツマン・プロット

ln[Iij λij /Aijgi]*=-Ei*/kT+ln[Fns/Qs(T)]
ln[Iij/Aijgi ]* ≝ ln[Iij/Aijgi]-z ln[(2/ne) (2πme kT/h2)3/2]
Ei* ≝ Ei +z(Ei∞-ΔEi∞)

傾き：プラズマ温度T
に逆比例

原子種の中性とイオンを、
複数の直線でプロット

原子種の中性とイオンを、
１つの直線でプロット

傾き
∝1/T

me : 電子の質量

ne : 電子濃度 e: 電子の電荷

ε0 : 真空の誘電率

ΔEi∞=( e2/4πε0)( e2 ne/ε0 kT)1/2

Ei∞ : 第１イオン化エネルギー

ΔE∞ : プラズマによる

イオン化エネルギーの減少分



    令和３年度 福井大学地域貢献事業支援金 
 

発達障害を抱えた子へのキャリア発達支援（楽集クラブ 3・9・1） 
 
事業責任者： 廣澤 愛子（教育人文社会系部門・准教授） 
代表学生 ： 金子 楓菜（特別支援教育サブコース・4 年） 
 

概    要 発達障害児へのキャリア発達支援について 
楽集クラブ 3・9・1は発達障害を抱えた子どもへのキャリア発達支援を行う活動であり，福井大学教

職開発本部が主催している。今年度も昨年度に続きコロナウイルスの影響により，オンラインと対面の双方を活

用し，①発達障害のある子どもが，自己理解を深めると共に，社会性 (主体性・他者理解・

協働性 )を身につけること，②コロナ禍において引きこもりになることを防ぎ，メンタル

ヘルスの維持・向上に努めること，③特別支援教育や生徒指導･教育相談に携わることを

目指す学生が，教師になった後も活用できる，発達的･心理的課題を抱えた子どもへの専

門的支援の在り方を身につけること，の 3 点を目的とした。その結果，コロナ禍という

災害的状況の中でも，オンラインを活用したり，創意工夫を凝らした支援を実施したり

することによって，効果的な支援を提供することが可能であることが明らかとなった。

また，そのような支援を行うための具体的な方法を学生が身につけることもできた。本

活動は今年度で丸 11 年であり， 2 年連続でコロナ禍における支援となったが，未知の災

害的状況においては平常時以上に，教員・学生・保護者が協働して子どもの育ちを支え

ることが肝要であることが実感された。   

関連キーワード 発達障害児へのキャリア発達支援，災害状況におけるオンラインを活用した支援，

教職志望学生の支援力育成 
 

 
楽集クラブ 3･9･1 は，2011 年 4 月に始まった事業であり，今年で丸 11 年となる。発達的な弱さを抱え

て社会適応に困難が生じている子どもに居場所を提供し，SST（ソーシャルスキルトレーニ

ング）をはじめとした様々な活動を通して，“キャリア発達支援 ”を行い，同時に，この活動

に係わる学生が特別支援教育の専門性を身につけて教職に携わることができるよう，後方

から支援することを目的とした療育活動である。今年度は特に，災害状況における発達障

害児や不登校児への支援の在り方を明確化し，さらに，その支援方法・支援内容を教職志

望学生が習得することを目的とした。   

 
 
【対象者及び対象地域】   
福井市近郊に住む，発達障害のある子どもとその保護者 
【活動内容】 
活動内容は，以下の4点に集約される。1) 一人一人の子どもの学習進度に応じた，個別学習活動(→基礎学

力を培う)，2)コロナ禍において引きこもりを防ぐために，オンラインを活用した学習支援や遊びを実施，

3) 保護者への面談・アドバイス，医療機関や教育機関との連携を綿密に行い，児童生徒の個性に合った進

路選択をサポート，4)事前ミーティングと事後ミーティングを通して，特別支援教育志望学生が専門性に

裏打ちされた支援を習得。 
【活動日程】        
2021年5月～2022年1月。基本的に，第1週目を除く金曜日(16時30分～18時30分) に実施。 
【成果】 
成果は以下の3点に集約される。1)子どものキャリア発達の促進に繋がる基礎学力・自己理解及び他者理

解・他者との協働性の育成，2)コロナ禍という災害状況における支援方法・支援内容の明確化，3)コロナ

禍という災害状況における支援方法・支援内容の基礎を教職志望学生が習得，の3点である。今後は，昨年

度と併せ，2年間の災害状況における支援の効果検証を研究として位置づけ，実施する予定である。 
 
 
 
特になし。 
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事業の内容および成果 
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事業名称:発達障害を抱えた子へのキャリア発達支援（楽集クラブ３・９・１）
事業責任者： 廣澤 愛子（教育・人文社会系部門・教授） 代表学生： 金子 楓菜（特別支援教育サブコース・４年）
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活動の目的

小集団療育活動を通して，発達的な弱さを抱えた学齢期児童
の社会性(自己理解・他者理解・協働性)を育成する

学生が実践を通して，特別支援教育や心理臨床の専門性に触
れ、専門性の基礎を身につける

事業内容

1) 各子どもの進度に応じた，個別学習活動

2) コロナ禍において、引きこもりを防ぐために、ZOOMを活用した
遊びや学習を提供。

3) 保護者への面談・アドバイス，医療機関や教育現場との連携を
綿密に行い、児童生徒の個性に合った進路選択をサポート。

4) 支援活動及び事前・事後会議を通して，学生の専門性習得を
後方から支援

活動の内容

キーワード： 発達障害児へのキャリア発達支援，特別支援教育志望学生の支援力育成、オンライン支援

事業の成果と課題

1回2時間の小集団療育活動を月3回，以下の内容で実施

成果１）

オンライン支援を実施し、
コロナ禍において引きこ
もりを防ぎ、メンタルヘ
ルスの維持・向上に寄与

成果2)
コロナ禍においても，保
護者と対面・オンライン
双方を用いて積極的につ
ながり，支援を継続

課題
学生の学びについて、客
観的なエビデンスが得ら
れておらず、今後研究と
して取り組むことが必要

以下の2点が成果、1点が
課題として、確認された

コロナ禍において、ZOOMを活用したオンライン支援を実施



 
 
 

 令和３年度 福井大学地域貢献事業支援金 

福井で見るサンタの夢 

 

事業責任者：細谷龍平（国際地域学部・特任教授） 

代表学生 ： 須志田千尋（国際地域学部・３年） 

 

概    要  

日下部・グリフィス基金では、明治初期に福井に招かれて来たアメリカ人教師ウィリアム・グリフィス

の功績を顕彰する諸事業を実施して来た。令和３年度はグリフィスの来福１５０周年を記念し、特にグリ

フィスが当時福井で開いた日本初の公のクリスマスパーティーを、その発祥地（現グリフィス記念館）で

再現するなどの諸事業を「福井で見るサンタの夢」と題し、地域貢献事業支援金も得て実施した。 

 
関連キーワード 

 グリフィス、サンタ、幸福の足袋、似顔絵コンテスト、スタンプラリー、アドベン

トカレンダー、白山 

 

本事業の目的は、福井の国際化の原点となったグリフィスへの認知度をさらに高めるとともに、同人が催し

たクリスマスパーティーが公のものとしては日本初であったことを広くアピールし、今後もこれを恒例行事と

して定着させていくことで福井の地域興しにつなげることである。 

 
 
１．福井の２５偉⼈を描く⼩学⽣似顔絵コンテストを県内１１市町の全⼩学校に各教育委員会の後援によ
り実施し、約５７０作品の応募を得た。⼊賞作品 68 点をグリフィス記念館内で展⽰した（１⽉７⽇〜３０
⽇）。⼊賞者に「幸福の⾜袋」（グリフィスが⽣徒たちに暖炉に掛けさせておいた⾜袋に贈り物を詰めた史
実に基づいて再現したもの）を授与した。 
２．福井駅からグリフィス記念館までのスタンプラリーを実施した（１２⽉１⽇〜２５⽇。グリフィス記
念館、⽇本旅⾏福井駅店、福井市観光案内所、⻄武福井店などと連携）。完了した 141 ⼈に「幸福の⾜袋」
を配布した。 
３．⻄武福井店と洋菓⼦店との協働によりグリフィスケーキ（30 台）とシュトーレン（50 台）を制作、販
売した。⻄武での学⽣によるプローモーションイベント、幼稚園児とのクリスマス会、合唱会を実施し、
ケーキとシュトーレンはそれぞれ完売した。 
４．福井市児童養護施設「ほほ咲みの郷」で学⽣による児童とのクリスマス会を実施した。児童たちに「幸
福の⾜袋」を配布した。 
５．グリフィス記念館と協働で館内装飾、外壁イルミネーション及び似顔絵コンテストの前年度⼊賞作品
をアドベントカレンダーに仕⽴てた展⽰を⾏った（１２⽉１⽇〜２５⽇）。 
６．150 年前にグリフィスが外国⼈として初めて⽩⼭に登頂した⽇（８⽉２３⽇）に有志の学⽣と担当教員
（基金理事長）が記念登山した。 

７．上記各行事は報道メディアで広く取り上げられた（県内各紙、テレビ、ラジオ。一部は全国配信）。市

政広報でも掲載されたほか、ネット広報（基金ウェブサイト、Facebook、Twitter、Instagram、YouTubeラ

イブ配信）、県内各所での講演、チラシ、ポスターの配布、及び各種動画の制作・普及を行った。 

 

 

添付資料 
1 小学生似顔絵コンテスト ポスター 
2 スタンプラリー台紙(1ページ目) 
3 西武福井店ポスター 
4 グリフィスケーキについての新聞記事 
5 グリフィス記念館前のアドベントカレンダー展示 
6 白山登山についての新聞記事 
7 幸福の足袋についての新聞記事  

事業の背景および目的 

事業の内容および成果 

参考文献・添付資料および特記事項等 

 











小学生似顔絵コンテスト

福井で見るサンタの夢

スタンプラリー

グリフィス記念館の装
飾

イルミネーション

目的
地域の先人ウィリアム・グリフィスが１５０年前に福井
で開いた日本初の公のクリスマスパーティーなどを再
現し、定着させていくことで地域興しにつなげる

地域連携・学生の学び

公益財団法人 日下部・グリフィス学術・文化交流基金が県内企
業、自治体他と協働で実施した各行事に福井大学国際地域学
部のPBL履修生16名「グリフィス・シスターズ&サン」が主体的に参画。

事業名称:       福井で⾒るサンタの夢
事業責任者︓ 細⾕ ⿓平（国際地域学部・特任教授）代表学⽣ ︓ 須志⽥ 千尋（国際地域学部・３年）

令和３年度地域貢献事業⽀援⾦

２０２１年４月〜２０２２年３月

グリフィスケーキ

アドベントカレンダー

ほほ咲みの郷

白山登山

幸福の足袋



 
 
 

 令和３年度 福井大学地域貢献事業支援金 
福井の地場産業製品を D2Cで販売 

事業責任者： 山下義裕（繊維・マテリアル研究センター教授） 

 

概    要  

福井の地場産業の製品/商品を直接全国の消費者に販売する EC/D2C の店舗をどのように立ち上げていく

のがよいのかを検証した。①商品の信頼性のために自社ホームページは必要、③安価な Stores に出店、②

商品が売れ始めたら大手の楽天市場、Amazon、Yahoo！ショッピングに出店、④自社 EC サイトで直接販

売の手順が望ましいことが分かった。商品を販売するためには決済システムが必要であり、Web 上のクラ

ウドで管理するシステム CMS を導入する必要がある。さらにすべてにわたってデザイン力が重要であり、

商品はもちろん、EC サイトに掲載する写真、動画のクオリティが販売にとって重要であることが分かっ

た。 
関連キーワード  D2C、EC、CMS、布マスク、Made in Fukui 

 

企業が自分たちで D2C のための EC サイトやホームページを作ることができなければ作製を外注すること

になる。そのような課題を踏まえ、福井県などが中心となりこれまで D2C に向けた支援は全国に先がけて取

り組んでいる。その中で、一番の課題はデザイン力が不足しているということが企業とのヒアリングから明ら

かになった。その原因として企業の方々は、デザインには若い人のアイデアが不可欠であるが、福井にはデザ

インを扱う大学、専門学校が少なく、人材も少ないために、商品のデザインだけでなく、Web ページのイラス

トや写真、動画にいたるまでのデザインが自社ではできず D2C への取り組みが進まないという現状が明らか

になった。これらの課題解決の一つとしては福井県産業支援センターの中にデザインセンターを作り、デザイ

ン教育やデザイナーの紹介をしている。このような取り組みを福井ではさらに広げる必要がある。そこでこれ

らの課題をどのように解決すのかについて取り組んだ。

 
 
自社 EC サイトやホームページ作成に最低限必要な製作費 423,500 円、月間維持費 5,500 円の合計 429,000

円が必要となる。しかし最近のホームページのようにいろいろな機能を持たせたものでは製作費はおよそ 100
万円程度は見ておく必要がある。月間維持費はそれほどかからないと思われる。これらの作製と運営を外注す

るか、自社の人材で運営するかが経営者には問われる。ホームページは現在 WordPress を利用するのが主に

なっている。しかしこれを使いこなすには知識が必要であり使いこなすにはデザイン力とノウハウが必要とな

り小規模事業者が自分で WordPress を使いこなすにはハードルが高いと考えられる。そこで本研究の調査の

結果一番簡単で安価なホームページの作成に関して下記を提案する。ホームページ作成 ホームページ・ビル

ダー22 ビジネスプレミアム 29700 円、レンタルサーバ さくらレンタルサーバ 月額 524 円 容量 300GB 
次に商品を EC 販売するためには自社のホームページに商品を掲載して、さらには買い物カゴを作る必要が

ある。最近ではこれら EC 販売のホームページを Web 上のクラウドで管理するシステム CMS を導入するの

がほとんどである。EC サイトを運用するのに 130 万円ほどかかるので、ホームページの立ち上げと合わせる

と福井県においてショップ開店費用として 200 万円以上の初期投資は必要である。 
顧客にとってもショップにとっても代金の支払いと回収の決済は非常に大切である。決済方法にはクレジット

カード、代引き、後払い、先払いなどがある。事業者が直接クレジット会社などとお金のやり取りをするので

はなく実際は決済代行会社がそれを代行し、決済代行会社とショップ事業者の間でお金のやり取りが行われる。

クレジットカードや Paypay での代行会社に支払う手数料は 3.5％(税別)前後である。これがまずは商品の原

価に上乗せしなくてはならない。代

引きの場合は消費者は代引き手数料

を支払うのがほとんどである。通常

は 300 円が多い。そうするとショッ

プ側は 60 円を商品の原価に上乗せ

しなければならない。福井では自社

EC サイトが東京や大阪などの都会

や全国ではその知名度が低いことも

あり、せっかく良い商品であっても、

なかなか売り上げにつながらないこ

ともありうる。そこで全国規模のシ

ョッピングモールに店舗を構えたり

出品するショップも多い。この場合

も 130 万円程度の初期費用は必要と

なる。本プロジェクトでは繰り返し洗濯して使うことができる福井製布マスクについて、企画、デザイン、布

の購入、染色、抗ウイルス加工、縫製、パッケージデザイン、そして EC サイトでの販売を実施した。 

事業の背景および目的 

事業の内容および成果 



事業名称:福井の地場産業製品をD2Cで販売
事業責任者： 山下義裕（繊維・マテリアル研究センター・教授）

令和３年度 地域貢献事業支援金

D2Cの販売のための
新商品企画に福井大学の
技術力で協力

D2Cの販売ののための
ホームページ作成での協力

EC販売のための全体像
③EC販売の決済代行方法を決める

①全体構想

②D2CのためのEC販売の構想

④EC販売成功に必要なこと

 福井のデザイン力の乏しさを克服
都会の若いデザイナー、アパレルに
興味を持つ人を福井に招く。

 アパレル商品は実際に目で見て手で
触ってさらに着用して初めて購入した
いと思うことが多い。ECではそれがで

きないため、できるだけ多くの写真と
動画を利用する。

⑤Made in Fukuiの布マスクの販売

企画、マスクデザイン、生地、染色、抗ウイ
ルス加工、縫製、パッケージデザイン、EC販
売を実施
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